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関西の科学・技術の
底力を検証する

ノーベル賞を輩出した基礎研究の系譜と、

応用技術開発の風土を併せ持つ関西。

その科学・技術の底力の今を探るため、

地域の特色を生かしながら新たな動きを見せる、

関西各地を訪ねてみた。

国立循環器病研究センター病院の「カテーテル検査室」では、カテーテルを
使った脳血管障害や心疾患などのカテーテル検査や、血栓溶解術、血管拡
張術、血管塞栓術など高度な血管内カテーテル治療を行っている



北
大
阪

の
製
造
承
認
を
得
て
世
界
で
初
め
て
製
品
化
し
た
。
妙
中
さ
ん
に

よ
れ
ば
、
こ
れ
は
心
筋
梗
塞
な
ど
の
重
症
患
者
や
手
術
後
の
患
者

が
使
用
し
、
症
状
改
善
す
る
ま
で
の
一
時
的
な
血
液
循
環
の
維
持

が
目
的
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
欧
米
や
日
本
で
心
臓
移
植
を
待
つ

患
者
の
状
態
を
良
く
す
る
「
移
植
ま
で
の
橋
渡
し
」
に
役
立
つ
こ

と
が
評
価
さ
れ
、
そ
の
用
途
で
の
使
用
が
増
加
し
た
。
当
初
、
補

助
人
工
心
臓
の
駆
動
装
置
は
二
百
㎏
以
上
で
、
移
動
や
院
外
生
活

は
大
変
だ
っ
た
。
そ
こ
で
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
向
上
の

た
め
、
自
動
車
機
器
企
業
と
連
携
し
て
重
さ
十
二
㎏
の
キ
ャ
リ
ー

バ
ッ
グ
方
式
を
開
発
。
現
在
、
重
さ
三
㎏
の
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ

タ
イ
プ
を
開
発
中
だ
。
さ
ら
に
は
企
業
と
連
携
し
、
心
臓
移
植
に

頼
ら
ず
社
会
復
帰
で
き
る
、
次
世
代
型
の
超
小
型
軸
流
式
体
内
埋

込
型
補
助
人
工
心
臓
を
開
発
し
、
数
年
後
の
実
用
化
を
め
ざ
し
て

い
る
。

知
的
資
産
を
活
用
し
、
基
礎
か
ら
臨
床
へ
の
橋
渡
し

　

国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
〇
一
〇
年
四
月
、
新

た
に
「
研
究
開
発
基
盤
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

研
究
セ
ン
タ
ー
の
知
的
資
産
の
運
用
を
開

始
し
た
。「
こ
れ
は
、
病
院
と
研
究

所
に
蓄
積
さ
れ
た
活
力
を
い
か
に

活
用
す
る
か
、と
い
う
取
り
組
み
で

す
」
と
妙
中
さ
ん
。
研
究
者
、
臨
床
医
、

看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
な
ど
の
人
材

を
は
じ
め
、
研
究
・
臨
床
成
果
、
ブ
ラ

大
阪
で
生
ま
れ
た
世
界
最
先
端
の
医
療
技
術

　　

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
・
万
博
記
念
公
園
駅
か
ら
彩
都
線
で
北
上
す

る
と
、
五
分
あ
ま
り
で
阪
大
病
院
前
駅
に
着
く
。
西
側
に
大
阪
大

学
医
学
部
附
属
病
院
が
建
ち
、
背
後
に
は
阪
大
吹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
、

北
西
方
向
に
は
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
終
点
の

彩
都
西
駅
周
辺
に
は
、
医
薬
基
盤
研
究
所
な
ど
彩
都
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
パ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
整
備
の
進
む
「
北
大
阪
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
」
に
は

三
百
社
を
超
え
る
製
薬
企
業
や
研
究
機
関
、
大
学
が
集
積
し
、「
薬

の
町
」
と
呼
ば
れ
た
大
阪
の
強
み
を
生
か
し
て
、
医
薬
品
や
医
療

機
器
な
ど
バ
イ
オ
関
連
産
業
の
育
成
を
め
ざ
す
拠
点
と
な
っ
て
い

る
。
な
か
で
も
、
最
も
早
い
一
九
七
七
年
に
、
千
里
・
北
摂
地
区

に
開
設
さ
れ
た
の
が
、
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
だ
。
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
所
副
所
長
兼
研
究
開
発
基
盤
セ
ン
タ
ー
長
の
妙
中

義
之
さ
ん
が
「
私
た
ち
の
研
究
は
、
臨
床
現
場
の
ニ
ー
ズ
か
ら
始

ま
り
、
そ
の
研
究
成
果
を
患
者
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
届
け
る
の
が
最

終
目
的
の
一
つ
で
す
」
と
言
う
よ
う
に
、
病
院
と
研
究
所
が
一
体

と
な
っ
て
循
環
器
病
（
脳
血
管
障
害
と
心
疾
患
）
の
最
先
端
医
療

を
追
求
。
製
薬
、
医
療
機
器
関
連
企
業
と
連
携
し
、
臨
床
現
場
で

成
果
を
挙
げ
て
き
た
。

　

人
工
心
臓
開
発
で
は
八
〇
年
代
後
半
、
繊
維
系
企
業
と
連
携
し

て
血
栓
の
で
き
に
く
い
高
分
子
素
材
を
用
い
形
状
を
工
夫
し
た
補

助
人
工
心
臓
の
開
発
に
成
功
。
臨
床
治
験
の
の
ち
、
九
〇
年
に
国

2324

基礎から臨床につなぐ先端医療の拠点

❶開発中の補助人工心臓の血液ポンプの性能を試験し、評価する装置
❷病院と研究所が一体となって循環器病の最先端医療を追求する国立循環器病研究センター
❸補助人工心臓を装着した人体模型の傍らで、現在開発中の超小型軸流式体内埋込型補助人工心臓について語る妙中義之さん
❹カテーテル検査室のモニタールームから検査室内を見る

1

3

2 4

全置換型人工心臓
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け
い
は
ん
な

ン
ド
力
、
施
設
、
患
者
、
産
学
官
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
活
用
。

病
院
と
研
究
所
が
併
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、
研
究
成
果
を
臨
床
に

直
結
で
き
る
強
み
を
生
か
し
、
臨
床
へ
の
橋
渡
し
研
究
を
強
化
し

て
、
医
療
分
野
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
と
の
連
携
を
さ
ら
に

深
め
て
先
端
的
な
医
療
機
器
や
新
薬
開
発
を
加
速
さ
せ
る
。
加
え

て
、
予
防
医
学
に
関
わ
る
社
会
的
な
サ
ー
ビ
ス
事
業
ま
で
視
野
に

入
れ
、
例
え
ば
、
永
年
蓄
積
し
た
、
病
状
回
復
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
リ
ハ
ビ
リ
や
治
療
食
の
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
使
っ
た
事
業

化
も
検
討
課
題
の
一
つ
だ
。「
セ
ン
タ
ー
で
は
商
工
会
議
所
な
ど
と

連
携
し
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
病
院
を
つ
な
ぐ
な
ど
、
従
来
と
は
違

っ
た
か
た
ち
で
社
会
と
連
携
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

北
大
阪
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
が
、
今
後
、
そ
の
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
と
い
う
観
点
を
も
っ
て
進
ん
で
く
れ
れ
ば
、

と
妙
中
さ
ん
は
期
待
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
基
本
は

医
療
機
関
を
中
心
と
し
た
産
業
基
盤
の
確
立
だ
。

「
日
本
の
医
療
費
は
何
年
か
あ
と
に
は
五
十
兆
円

を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
民
に
は
大
き

な
負
担
で
す
が
、
産
業
的
に
見
れ
ば
、
今
後
、
こ

の
よ
う
に
急
激
に
伸
び
る
分
野
は
あ
り
ま
せ
ん
」。

医
療
機
器
・
サ
ー
ビ
ス
分
野
を
考
え
れ
ば
、
関
西

の
中
小
企
業
も
含
め
て
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
企

業
の
技
術
力
は
レ
ベ
ル
が
高
く
、
経
験
が
な
く
て

も
医
療
機
器
分
野
へ
参
入
す
れ
ば
十
分
や
っ
て
い

け
る
、
と
妙
中
さ
ん
は
言
い
、「
そ
の
よ
う
な
産

業
の
活
性
化
も
私
た
ち
の
大
切
な
仕
事
で
す
」
と

力
を
込
め
た
。

国際的・学際的頭脳集積による新学術萌芽の創出

25

新
た
な
学
術
の
芽
を
見
つ
け
、
育
て
る
場

　

構
想
か
ら
三
十
年
。「
都
市
び
ら
き
」
か
ら
十
六
年
が
経
ち
、

風
格
あ
る
サ
イ
エ
ン
ス
シ
テ
ィ
に
育
っ
て
き
た
、
関
西
文
化
学
術

研
究
都
市
。
京
阪
奈
丘
陵
の
一
角
に
国
内
外
の
頭
脳
を
結
集
し
、

近
未
来
の
人
類
の
発
展
と
幸
福
の
た
め
、
人
文
、
社
会
、
自
然
諸

科
学
分
野
の
枠
を
超
え
て
、
自
由
闊
達
な
議
論
を
重
ね
な
が
ら
研

究
活
動
を
展
開
し
て
い
る
国
際
高
等
研
究
所
が
あ
る
。

　

近
年
、
大
学
や
研
究
機
関
で
は
長
期
的
な
視
野
で
議
論
、
研
究

す
る
環
境
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
科
学
や
技
術
の
新
た
な
研
究

課
題
を
生
み
出
し
て
き
た
土
壌
も
や
せ
、
こ
の
ま
ま
で
は
枯
渇
し

か
ね
な
い
、
と
研
究
所
長
の
尾
池
和
夫
さ
ん
は
言
う
。「
そ
こ
で

高
等
研
で
は
次
世
代
の
た
め
に
、
五
つ
の
研
究
領
域
に
お
い
て
、

新
た
な
学
術
の
芽
を
見
つ
け
、
育
て
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
」。

そ
れ
ら
五
領
域
と
は
「
言
語
と
文
学
と
芸
術
」「
世
界
の
構
造
変

化
と
世
界
観
の
転
換
」「
脳
科
学
と
心
の
科
学
」「
宇
宙
・
地
球
・

人
類
」「
物
質
と
光
」
で
、
今
年
度
は
そ
の
う
ち
十
八
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
だ
。

　
「
異
分
野
だ
と
、
最
初
は
研
究
者
同
士
で
言
葉
す
ら
通
じ
ま
せ

ん
。
で
も
三
年
も
議
論
し
て
い
る
と
お
互
い
の
や
っ
て
い
る
こ
と

が
理
解
で
き
、
共
通
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持
て
る
。
そ
こ
か
ら
学
術

の
芽
が
見
つ
か
り
ま
す
」（
尾
池
さ
ん
）。
そ
の
タ
ネ
を
持
ち
帰
り
、

1

2

3

❶心臓の収縮力を高める遺伝子を心筋内に導入する再生医療研究
で、遺伝子の導入状況を顕微鏡で調べる　❷バイオ、医薬、食品、ヘル
スケアなどライフサイエンス分野の研究、技術開発関連施設が集まる
彩都ライフサイエンスパーク　❸国立循環器病研究センター病院の心
臓リハビリ室にある、心臓の機能などを検査する機械

国立循環器病研究セ
ンター研究所で世界に
先駆けて発見された生
理活性ペプチド「Ghrelin

（グレリン）」が、食欲の
促進、筋肉の増進、さら
に心臓負荷の低減など
に作用することが明らか
にされ、現在、医薬品化
が進んでいる

国際高等研究所の研究プロジェクト「アジア・
デザイン・エンサイクロペディアの構築」研究会
の休憩時間に談笑する参加研究者たち
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3

う
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
私
自
身
と
し
て
は
、
千
年
先

を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
」。
例
え
ば
、
現
在
、

日
本
各
地
で
指
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
地
球
活

動
の
貴
重
な
地
質
遺
産
を
基
本
と
し
た
「
ジ

オ
パ
ー
ク
」、
千
三
百
年
の
生
活
史
が
蓄
積

す
る
「
京
都
」
な
ど
を
、
地
域
経
済
を
潤
し

な
が
ら
千
年
先
ま
で
保
っ
て
い
く
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
、
と
い
っ
た
千
年
構
想
を
議

論
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
尾
池
さ
ん
の
想

い
だ
。

　

高
等
研
・
発
の
ど
の
よ
う
な
着
想
、
ア
イ
デ

ア
、
議
論
、
研
究
が
、
将
来
、
次
世
代
を
拓
く

ど
の
よ
う
な
基
礎
研
究
を
生
み
出
し
て
い
く

の
か
。
長
い
目
で
見
つ
め
て
い
き
た
い
。

1 5

2 4

6

外
部
の
研
究
施
設
で
育
て
た
研
究
者
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
輝
く
。
そ

の
た
め
に
、
高
等
研
は
安
心
し
て
伸
び
伸
び
と
議
論
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
提
供
す
る
。「
こ
う
し
て
知
恵
を
磨
く
場
所
が
必
要
な
ん

で
す
」
と
、
尾
池
さ
ん
は
話
す
。　

地
球
と
人
類
の
千
年
先
を
考
え
る

　

現
在
、
高
等
研
で
は
、
企
画
委
員
、
上
級
研
究
員
、
研
究
代
表

者
、
フ
ェ
ロ
ー
な
ど
が
参
加
す
る
企
画
委
員
会
で
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
選
定
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
高
等
研
の
特
色
、
役
割

を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
た
め
に
、ま
ず
少
人
数
の
有
識
者
会
議
で
、

二
十
一
世
紀
の
後
半
に
向
か
っ
て
何
が
必
要
か
検
討
し
て
主
要

テ
ー
マ
を
絞
り
込
み
、
そ
れ
を
具
体
化
し
て
い
く
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
選
ん
で
い
き
た
い
、
と
尾
池
さ
ん
は
言
う
。

　
「
テ
ー
マ
の
一
つ
は
、人
間
の
意
識
、心
の
問
題
で
す
。
そ
れ
を
、

例
え
ば
霊
長
類
の
研
究
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、

ボ
ノ
ボ
、
ゴ
リ
ラ
な
ど
の
世
界
か
ら
人
類
を
見
る
と
、
人
の
心
が

見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
「
ア
ジ
ア
」
も
大
切
な
テ
ー
マ
だ
、
と
尾
池
さ
ん
は
続
け
る
。

欧
米
型
の
文
化
や
社
会
は
前
世
紀
に
行
き
詰
ま
り
、
積
極
的
に
ア

ジ
ア
を
再
評
価
す
べ
き
時
代
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
、
ア

ジ
ア
の
文
化
を
主
導
し
て
き
た
中
国
は
、
現
在
、
経
済
発
展
に
懸

命
だ
。
そ
こ
で
、
遣
隋
使
・
遣
唐
使
の
時
代
か
ら
中
国
文
化
を
受

容
し
て
き
た
日
本
が
中
心
と
な
っ
て
、
中
国
を
は
じ
め
多
様
な
ア

ジ
ア
の
文
化
に
つ
い
て
歴
史
的
に
分
析
し
な
が
ら
、
二
十
一
世
紀

に
ふ
さ
わ
し
い
ア
ジ
ア
型
文
化
と
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
よ

❶「アジア・デザイン」について活発な議論を交わす海外からの参加研究者たち
❷❹国際高等研究所のフォーラム「複雑系情報の社会への発信システム」研究会では研究者たちが自由に議論を交わす
❸昼食休憩時、館外の庭園でくつろぐ参加研究者たち

❺国際高等研究所と京都大学数理解析研究所との共同研究「ガロア理論幾何」の合宿型セミナーの光景
❻国際高等研究所の今後の研究プロジェクトについて語る尾池和夫さん

京阪奈丘陵に広がる関西文化学術研究
都市の一角に建つ国際高等研究所
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クロマグロもクエも。水産資源をつくり出す
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和
歌
山

本州最南端の紀伊大島港外に設置されたクロ
マグロを養殖する円形生け簀に船を停泊させる
近畿大学水産研究所大島実験場の所員たち

魚
に
教
え
て
も
ら
い
、
稚
魚
の
飼
育
に
成
功

　

本
州
最
南
端
、
串
本
町
の
紀
伊
大
島
港
外
の
島
影
に
幾
つ
も
の

大
き
な
円
形
の
生
け
簀
が
浮
か
ぶ
。
生
け
簀
に
接
岸
し
た
漁
船
か

ら
ス
コ
ッ
プ
で
餌
の
サ
バ
が
ま
か
れ
る
た
び
、
群
遊
す
る
ク
ロ
マ

グ
ロ
が
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
と
水
し
ぶ
き
を
上
げ
、
瞬
時
に
食
べ
つ
く

す
。
波
静
か
な
港
内
の
四
角
い
生
け
簀
に
は
育
ち
ざ
か
り
の
、
孵

化
百
日
前
後
の
稚
魚
が
群
れ
て
い
た
―
―
近
畿
大
学
水
産
研
究
所

の
大
島
実
験
場
。
こ
こ
で
二
〇
〇
二
年
、
世
界
で
初
め
て
ク
ロ
マ

グ
ロ
の
完
全
養
殖
に
成
功
し
た
。　

　

戦
後
の
食
糧
難
を
救
う
た
め
、
大
阪
理
工
科
大
学
（
現
・
近
畿

大
学
）
が
、
ほ
と
ん
ど
前
例
の
な
か
っ
た
海
水
魚
の
養
殖
研
究
に

挑
む
べ
く
、
研
究
所
本
部
と
な
る
白
浜
臨
海
研
究
所
（
現
・
白
浜

実
験
場
）
を
開
設
し
た
の
は
一
九
四
八
年
。
し
か
し
、
当
初
は
経

験
も
知
識
も
資
金
も
な
く
、
試
行
錯
誤
の
日
々
だ
っ
た
。
水
産
研

究
所
長
の
村
田
修
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は

五
〇
年
代
後
半
。
海
上
に
浮
か
ぶ
網
生
け
簀
養
殖
法
を
開
発
し
、

さ
ら
に
は
養
殖
業
の
安
定
経
営
の
た
め
、
人
工
孵
化
す
る
方
式
に

乗
り
出
し
て
か
ら
だ
っ
た
。
も
っ
と
も
「
六
〇
年
に
ブ
リ
で
始
め

た
最
初
の
人
工
孵
化
は
、
う
ま
く
孵
っ
て
も
、
ど
ん
な
環
境
、
ど

ん
な
条
件
で
ど
ん
な
餌
を
や
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
」。



　
「
や
は
り
、
続
け
る
こ
と

が
大
切
。
ク
ロ
マ
グ
ロ
の

養
殖
に
は
、
長
い
年
月
と
資
金

が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
に
増
殖
学

だ
け
で
な
く
、
魚
病
学
、
餌
料
学
、
環
境
学
、
水
槽
や
生
け
簀
を

つ
く
る
水
産
土
木
、
さ
ら
に
水
道
や
排
水
、
電
気
工
事
な
ど
の
技

術
が
必
要
で
、
多
く
の
人
々
が
一
丸
と
な
っ
て
初
め
て
で
き
る
仕

事
で
す
」（
村
田
さ
ん
）

　

同
時
に
、
産
業
化
へ
の
挑
戦
も
始
ま
っ
て
い
た
。
成
長
期
間
の

長
い
魚
は
リ
ス
ク
が
大
き
く
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
る
サ
イ
ズ
に
育
て
て
出
荷
す
る
必
要
が
あ
る
。
研
究
の
結

果
、ク
ロ
マ
グ
ロ
は
三
十
㎏
か
ら
六
十
㎏
に
育
つ
と
脂
が
乗
っ
て
、

流
通
市
場
に
出
せ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
串
本
で
そ
こ
ま

で
育
て
る
に
は
三
年
か
ら
三
年
半
か
か
る
。
そ
こ
で
〇
一
年
、
海

水
温
が
高
く
、
成
育
の
早
い
奄
美
大
島
に
実
験
場
を
開
設
。
成
長

期
間
を
一
年
短
縮
さ
せ
、
〇
四
年
、
初
出
荷
し
た
。

　

地
元
特
産
の
ク
エ
も
、
八
〇
年
代
後
半
、
人
工
孵
化
に
成
功
し

た
が
、
稚
魚
の
飼
育
が
難
し
く
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
以
上
に
生
育
に
歳

月
が
か
か
っ
た
。
地
域
お
こ
し
の
た
め
、「
紀
州
ク
エ
」
の
ブ
ラ

ン
ド
名
で
和
歌
山
県
内
に
流
通
し
始
め
た
の
は
〇
七
年
だ
っ
た
。

最
後
に
村
田
さ
ん
は
言
っ
た
。「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
も
大
切

で
す
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
産
業
と
し
て
世
の
中
の
役
に
立
つ

こ
と
が
基
本
で
す
」
と
。
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次
に
始
め
た
ヒ
ラ
メ
の
人
工
孵
化
成
功
は
六
五
年
。
し
か
し
、
田

辺
湾
で
育
て
た
ブ
リ
の
卵
を
人
工
授
精
さ
せ
、
生
ま
れ
た
仔
魚
を

育
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
八
年
後
の
六
八
年
だ
っ
た
。

　

村
田
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
成
功
の
秘
訣
は
「
魚
に
教
え
て
も
ら
う

こ
と
」。
毎
年
、
ブ
リ
の
産
卵
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど

不
眠
不
休
で
仔
魚
や
稚
魚
た
ち
の
動
き
、
色
、
餌
の
食
べ
方
な
ど

を
ひ
た
す
ら
観
察
。
よ
う
や
く
育
て
方
を
会
得
し
た
。

継
続
力
と
チ
ー
ム
力
で
、
完
全
養
殖
と
産
業
化
を
実
現

　

七
〇
年
、
近
大
水
産
研
究
所
で
は
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
、大
型
回
遊
魚
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
養
殖
に
着
手
し
た
。

し
か
し
三
年
間
、
ど
の
チ
ー
ム
も
天
然
の
幼
魚
（
ヨ
コ
ワ
）
を
育

て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
解
散
。
唯
一
、
近

大
だ
け
が
養
殖
実
験
を
継
続
し
、
四
年
目
に
幼
魚
を
一
年
以
上
育

て
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

次
の
目
標
は
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
人
工
孵
化
と
仔
魚
飼
育
。
ク
ロ
マ

グ
ロ
は
傷
つ
き
や
す
い
た
め
、
幼
魚
の
入
手
は
網
漁
か
ら
釣
り
漁

へ
。
さ
ら
に
手
で
触
ら
ず
釣
り
針
を
外
す
方
法
を
工
夫
し
て
、
生

存
率
を
向
上
さ
せ
た
。
そ
う
し
て
育
て
た
親
魚
の
卵
を
、七
九
年
、

世
界
で
初
め
て
人
工
孵
化
す
る
こ
と
に
成
功
。
し
か
し
、
稚
魚
は

孵
化
四
十
日
前
後
で
死
に
、三
年
余
り
そ
れ
を
繰
り
返
し
た
あ
と
、

親
魚
が
生
け
簀
の
中
で
ま
っ
た
く
産
卵
し
な
く
な
っ
た
。九
四
年
、

十
二
年
ぶ
り
に
親
魚
が
産
卵
し
た
卵
か
ら
稚
魚
を
育
て
る
こ
と
が

で
き
た
も
の
の
、
稚
魚
か
ら
親
魚
に
育
つ
の
に
六
年
。
完
全
養
殖

に
こ
ぎ
つ
け
た
の
は
、
〇
二
年
だ
っ
た
。

1 3

❶注文通りの大きさのクロマグロだけを、群れのなかから釣り上げる　❷南紀白浜にある近畿大学水産研究所本部（白浜実験場）
❸孵化後100日前後のクロマグロの稚魚を生け簀から別の生け簀へ移しながら、選別を行う
❹白浜実験場の水槽で、孵化後の「仔魚」の段階から順調に育ってきたクロマグロの「稚魚」を眺める村田修さん
❺顕微鏡で、魚卵の発生について観察する

クロマグロの稚魚の標本
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神
戸

惜
し
み
な
く
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
」（
三
木
さ
ん
）

　

構
想
の
目
的
は
、
雇
用
の
確
保
と
経
済
の
活
性
化
、
市
民
の
健

康
福
祉
の
向
上
、ア
ジ
ア
の
医
療
水
準
向
上
に
よ
る
国
際
貢
献
で
、

主
な
研
究
分
野
は
医
療
機
器
の
研
究
開
発
、
医
薬
品
の
治
験
、
再

生
医
療
の
臨
床
応
用
と
し
た
。
構
想
の
中
核
機
能
を
担
う
の
は
、

基
礎
か
ら
臨
床
へ
の
橋
渡
し
研
究
施
設
で
あ
る
先
端
医
療
セ
ン

タ
ー
、
起
業
化
支
援
を
行
う
メ
デ
ィ
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
、
人
材
育
成
を
推
進
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
だ
。

　

構
想
着
手
か
ら
十
年
を
超
え
、
神
戸
は
国
内
有
数
の
医
療
産

業
集
積
都
市
へ
と
成
長
し
た
。「
神
戸
は
住
み
や
す
く
、
交
通
の

便
が
い
い
の
で
、
最
先
端
機
関
が
集
積
す
れ
ば
神
戸
に
来
た
い

と
言
う
企
業
が
多
か
っ
た
。
実
際
、
再
生
医
療
と
治
験
の
支
援
、

試
薬
や
実
験
機
器
を
扱
う
企
業
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
て
、

二
〇
一
〇
年
十
一
月
末
現
在
、
百
九
十
社
に
な
り
ま
し
た
」（
三

木
さ
ん
）。
一
五
年
度
に
は
医
療
関
連
企
業
が
三
百
社
を
超
え
、

市
内
の
経
済
効
果
は
千
六
百
二
十
五
億
円
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。　

高
度
専
門
医
療
機
関
集
積
と
健
康
を
楽
し
む
ま
ち
づ
く
り

　

こ
の
間
、
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、
高
齢
者
が

健
康
を
維
持
し
て
暮
ら
す
社
会
づ
く
り
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
世
界
的
に
医
学
関
係
の
研
究
開
発
の
進

展
が
必
ず
し
も
新
薬
開
発
な
ど
に
結
び
つ
か
な
い
と
い
う
反
省
も

あ
っ
た
。
医
療
福
祉
分
野
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
な

か
、神
戸
市
で
は
〇
七
年
、構
想
を
さ
ら
に
展
開
さ
せ
る
た
め
、「
神

経
済
活
性
化
と
市
民
福
祉
の
向
上
、
国
際
貢
献
の
た
め
に

　

三
宮
か
ら
神
戸
空
港
行
き
の
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
に
乗
っ
て
十
分

あ
ま
り
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
二
期
地
区
で
は
、
神
戸
市
が
産
学

官
連
携
で
推
進
す
る
「
神
戸
医
療
産
業
都
市
構
想
」
が
着
実
に
進

ん
で
い
た
。
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
、
理
化
学
研
究
所
の
発
生
・
再

生
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
開
院
目
前
の
神
戸
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
中
央
市
民
病
院
な
ど
多
数
の
医
療
関
連
施
設
や
企
業
が
集
ま

り
、
大
規
模
な
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
。

　

構
想
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
経
済
復
興
を
模
索
す
る
な

か
で
誕
生
し
た
。
一
九
九
八
年
、着
工
迫
る
神
戸
空
港
を
活
用
し
、

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
医
療
関
係
企
業
を
誘
致
す
る
案
が
浮
上
。

ア
メ
リ
カ
に
あ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ス
タ
ー
の
視
察
が
行
わ
れ

た
。「
そ
こ
で
は
、
病
院
の
研
究
成
果
を
受
け
て
地
元
中
小
企
業

が
医
療
に
関
わ
る
モ
ノ
を
つ
く
っ

て
い
た
。
ま
さ
に
経
済
活
性
化
を

め
ざ
す
神
戸
の
モ
デ
ル
で
し
た
」

と
、
同
行
し
た
神
戸
市
企
画
調
整

局
参
与
の
三
木
孝
さ
ん
は
言
う
。

　

市
で
は
す
ぐ
に
構
想
を
ま
と
め

る
た
め
の
懇
談
会
を
設
置
。「
震

災
で
大
変
だ
っ
た
神
戸
を
応
援
し

よ
う
と
、
地
元
有
識
者
や
企
業
が

医療産業集積都市への挑戦
1

2

3

❶「神戸バイオテクノロジー研究・人材育成センター｣内の研究室で、糖尿病の予防と治療の研究に役立てるウイルスを培養する研究者 ❷甲南大学ポート
アイランドキャンパスにあるフロンティアサイエンス学部生命化学科の実験室で、ヘモグロビンなどの素となる有機化合物「ポルフィリン」を合成し、単離する研
究者　❸神戸医療産業都市の現状と今後について述べる、構想の推進者・三木孝さん

ポートライナー先端医療センター前駅西側にある、神戸医療
産業都市の中核施設、先端医療センター（右手前）と理化
学研究所の発生・再生科学総合研究センター（右奥）
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戸
健
康
科
学
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
。
高
度
専
門
医
療
機
関
の

集
積
と
、
大
学
や
市
民
の
参
画
に
よ
り
市
民
の
科
学
的
な
健
康
づ

く
り
を
支
援
す
る
「
健
康
を
楽
し
む
ま
ち
づ
く
り
」
に
よ
っ
て
、

優
秀
な
臨
床
医
や
研
究
者
、
研
究
機
関
、
関
連
企
業
を
さ
ら
に
集

め
、
研
究
成
果
を
い
ち
早
く
市
民
に
還
元
で
き
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」
構
築
を
め
ざ
す
。「
神
戸
は
京
都

や
大
阪
と
比
べ
人
口
当
た
り
の
医
師
数
が
少
な
く
、
高
度
医
療
機

能
の
集
積
が
必
要
で
す
」
と
三
木
さ
ん
は
話
す
。

　

今
、
新
中
央
市
民
病
院
の
東
側
で
は
、
生
体
肝
移
植
や
内
視
鏡

手
術
に
よ
り
、
肝
疾
患
や
消
化
器
が
ん
の
治
療
を
行
う
神
戸
国
際

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院
と
先
端
医
療
機
器
開

発
を
行
う
国
際
医
療
開
発
セ
ン
タ
ー
の
建
設
計
画
が
、
北
に
は
、

放
射
線
治
療
と
化
学
療
法
を
基
本
と
す
る
神
戸
低
侵
襲
が
ん
医
療

セ
ン
タ
ー
の
建
設
計
画
も
始
動
。
一
方
、
市
民
約
二
千
人
を
対
象

に
長
期
間
の
追
跡
調
査
を
行
う
こ
と
で
生
活
習
慣
と
疾
病
と
の
関

連
を
研
究
す
る
都
市
型
コ
ホ
ー
ト
研
究
な
ど
、
生
活
習
慣
病
予
防

や
介
護
予
防
に
も
取
り
組
み
始
め
た
。

　
「
今
、
人
々
の
一
番
の
関
心
事
は
健
康
で
す
。
神
戸
医
療
産
業

都
市
構
想
で
は
、
今
後
、
研
究
者
た
ち
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
な
り
、

市
民
が
科
学
的
に
健
康
に
な
る
よ
う
な
し
く
み
づ
く
り
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
」
と
三
木
さ
ん
は
結
ん
だ
。

●

　

臨
床
と
基
礎
研
究
の
融
合
と
医
工
連
携
、
産
学
連
携
で
最
先
端

医
療
の
道
を
拓
い
て
い
く
「
北
大
阪
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
」、
人

類
の
発
展
と
幸
福
の
た
め
、
二
十
一
世
紀
後
半
に
向
か
っ
て
、
新

た
な
基
礎
研
究
創
出
の
「
芽
」
を
見
つ
け
る
た
め
に
対
話
型
研
究

を
展
開
す
る
「
国
際
高
等
研
究
所
」、
栽
培
漁
業
と
い
う
新
た
な

水
産
分
野
に
挑
戦
し
、
世
界
初
の
ク

ロ
マ
グ
ロ
の
完
全
養
殖
を
成
し
遂

げ
た
「
近
畿
大
学
水
産
研
究
所
」、

震
災
復
興
の
た
め
、
先
端
医
療
を

核
と
し
た
医
療
産
業
集
積
で
超

高
齢
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
す
「
神
戸
医
療
産
業
都
市
」

―
―
新
た
な
科
学
・
技
術
創

出
に
取
り
組
む
関
西
の
明
日

に
期
待
し
た
い
。
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❶神戸医療産業都市構想の一般公開につめかけた、施設見学ツアー
参加希望者たち　❷神戸医療産業都市にある理化学研究所 計算科
学研究機構に導入中の次世代スーパーコンピュータ「京（けい）」の説明
をする理研の研究者
左下：先端医療センター病院のＣＴ室で、操作する職員


